
概

□ 遅延      

施

   
の評価

□ 進展

策

なし     

■ 維

名

持　□ 拡大 利用者の

生

安全と利便性を考慮し

涯

計画的に修繕を行うと

学

共に、危険な箇所には

習

迅速に対応していく。

・

事業区分 □ 自治事務

青

   □ 法定受託 

少

  □ その他
今後の

年

方向性 □ 縮小　□ 

基

改善
（改善措置等）□

本

 休止　□ 終了
計画

目

対象 ■ 実施計画査定

標

対象  □ 行政改革

未

対象 
□ 廃止　　　

来

　 

※決算額について

に

は、端数処理により、

つ

他資料の決算額と差異

な

が生じている場合もあ

ぐ

ります。

人材を育むまち

要 施策

No

の

. 事務事業名 活動内容

目

コスト（事業費：千円

的

）

中郷文化プラザ管理

誰

事業 令和　２年度 令和

も

　３年度 令和　３年度

が

令和　４年度 令和　２

生

年度 令和　３年度 令和

涯

　３年度 令和　４年度

を

活動指標名 単位
実績 計

通

画 実績 計画 決算 当初予

じ

算 決算 当初予算
全体事

て

業概要
①

利用者数 人 3

、

7,000 30,00

い

9 32,000
平成8

つ

年に公民館、市民サー

で

ビスコーナー、図書館

も

分  
館の複合施設とし

、

て開館し、中郷地域の

ど

生涯学習並び 0 28,

こ

900 27,613 2

で

7,574
に地域コミ

も

ュニティーの拠点とし

自

て施設使用団体、公
②

由

貸出回数 回 1,900

に

1,581 1,600

学

民館学級・教室でそれ

び

ぞれ活発な活動を行う

、

。  

令和　５年度の優

そ

先度

③2 　□ Ａ　　

の

　 □ Ｂ　　　 □

成

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

果

新型コロナウイルス感

を

染症拡大防止のため、

生

各部屋の利用人数を制

か

限したこととイベント

す

等がなくなり計画を下

こ

□ 計画どおり   

と

令和　３年度 回った。

が

■ 遅延      

で

   
の評価

□ 進展

き

なし     

■ 維

る

持　□ 拡大 各部屋の

環

利用人数制限は維持し

境

つつ、イベント等は感

と

染防止対策を講じ工夫

、

して実施していく。
事

青

業区分 □ 自治事務 

少

  □ 法定受託  

年

 □ その他
今後の方

が

向性 □ 縮小　□ 改

健

善
（改善措置等）□ 

や

休止　□ 終了
計画対

か

象 □ 実施計画査定対

に

象  □ 行政改革対

育

象 
□ 廃止　　　　

つ

 

環境を整えること。

施策の方向 学習環境の整備・充実

生涯学習センター管理事業及び公民館管理事業では、利用者の安全を図るため令和２年度に引き続き各施設の修繕を実施した。
□ 計画どおり   

令和　３年度 新型コロナウイルス感染対策をとして、リモートなどのWEB等を活用した講座に対応できるようＷＥＢ環境のセキュリティ強化、アクセスポイントの増設、配信用ＷＥ
■ 遅延         

の評価 Ｂカメラ等の機器を導入した。
□ 進展なし     

学習センターは地下駐車場消火設備撤去工事を実施し、地下駐車場入出庫口を閉鎖し使用期限の迫っていた二酸化炭素ボンベの撤去を行った。
■ 維持　　　　 生涯学習センターは、各種機材の不具合や破損が発生しており、有料貸館施設として利用者のサービス低下を招かぬよう安

1

全が確保できるよう予

頁

防保全を実施していく

令

今後の方向性 □ 拡大

和

　　　　 。各公民館

 

においても耐用年数が

3

経過しているものにつ

年

いては、早期計画的な

度

改修を進める。

（改善

　

措置等） □ 縮小　　

　

　　 

□ 改善　　　

事

　 

務事業評価表（個票）

No. 事

課

務事業名 活動内容 コス

名

ト（事業費：千円）

公

教

民館補修整備事業 令和

育

　２年度 令和　３年度

推

令和　３年度 令和　４

進

年度 令和　２年度 令和

部

　３年度 令和　３年度

生

令和　４年度
活動指標

涯

名 単位
実績 計画 実績 計

学

画 決算 当初予算 決算 当

習

初予算
全体事業概要

①

課

補修整備計画件数 件 5

作

4 0
いつでも、どこで

成

も学べる機会づくりの

日

ための公民館
として、

令

計画的に整備を進めて

和

いく。 0 350 1,6

　

13 0

②
補修整備執行

４

率 ％ 100 100 0

令

年

和　５年度の優先度

③

　

1 　□ Ａ　　　 □

８

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

月

　　 □ Ｄ　

計画修

　

繕及び緊急修繕に対応

５

できた。
■ 計画どお

日

り   
令和　３年度



概

学級、教室でそれぞれ

施

活発な活動を行う。
ま

策

た、証明書発行などの

名

市役所機能の一部を担

生

う。 令和　５年度の優

涯

先度

③3 　□ Ａ　　

学

　 □ Ｂ　　　 □

習

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

・

新型コロナウイルス感

青

染症予防対策のため、

少

R3年度は施設の定員

年

についても、５０％や

基

６７％以下に人数制限

本

し
□ 計画どおり  

目

 
令和　３年度 て運営

標

している状況が続いた

未

ため。
■ 遅延   

来

      
の評価

□

に

 進展なし     

つ

■ 維持　□ 拡大 今

な

後も新型コロナウイル

ぐ

ス感染症の感染状況を

人

勘案しながら、より良

材

い施設運営を進めてい

を

く。
事業区分 □ 自治

育

事務   □ 法定受

む

託   □ その他
今

ま

後の方向性 □ 縮小　

ち

□ 改善
（改善措置等

要

）□ 休止　□ 終了

施

計画対象 □ 実施計画

策

査定対象  □ 行政

の

改革対象 
□ 廃止　

目

　　　 

※決算額につ

的

いては、端数処理によ

誰

り、他資料の決算額と

も

差異が生じている場合

が

もあります。

生涯を通じて、いつでも

No. 事務事業名 活動

、

内容 コスト（事業費：

ど

千円）

箱根の里施設補

こ

修整備事業 令和　２年

で

度 令和　３年度 令和　

も

３年度 令和　４年度 令

自

和　２年度 令和　３年

由

度 令和　３年度 令和　

に

４年度
活動指標名 単位

学

実績 計画 実績 計画 決算

び

当初予算 決算 当初予算

、

全体事業概要
①

箱根の

そ

里の修繕件数 件 5 4 5

の

自然体験、集団研修の

成

場である青少年教育施

果

設として
、開設以来3

を

4年を経過するなかで

生

、自然の家やキャン 0

か

895 1,180 43

す

8
プ場施設が老朽化に

こ

よる補修箇所が多数あ

と

るため、新
②

箱根の里

が

の施設整備件数 件 1 0

で

1
年度にて実施し将来

き

的に重大な不具合が生

る

じないよう
安心、安全

環

な施設を維持・管理す

境

るため補修修繕を行 令

と

和　５年度の優先度
う

、

。
③

箱根の里の備品購

青

入件数 件 1 1 1
4 　□

少

 Ａ　　　 □ Ｂ　

年

　　 □ Ｃ　　　 

が

□ Ｄ　

電波法の改正

健

に伴い、アナログ方式

や

の周波数が使用を禁止

か

されたため、無線機を

に

全てデジタル無線機へ

育

と交換し
■ 計画どお

つ

り   
令和　３年度

環

た。また、プレイルー

境

ムに雨漏りが生じたた

を

め、修繕を行った。
□

整

 遅延       

え

  
の評価

□ 進展な

る

し     

□ 維持

こ

　□ 拡大 利用に支障

と

がでるような箇所が生

。

じた際には都度対応を

施

していく。
事業区分 □

策

 自治事務   □ 

の

法定受託   □ そ

方

の他
今後の方向性 ■ 

向

縮小　□ 改善 消防よ

学

り火災報知器非常用電

習

源バッテリーの交換を

環

指摘されたため、行う

境

。
（改善措置等）□ 

の

休止　□ 終了
計画対

整

象 □ 実施計画査定対

備

象  □ 行政改革対

・

象 
□ 廃止　　　　

充

 

実

生涯学習センター管理事業及び公民館管理事業では、利用者の安全を図るため令和２年度に引き続き各施設の修繕を実施した。
□ 計画どおり   

令和　３年度 新型コロナウイルス感染対策をとして、リモートなどのWEB等を活用した講座に対応できるようＷＥＢ環境のセキュリティ強化、アクセスポイントの増設、配信用ＷＥ
■ 遅延         

の評価 Ｂカメラ等の機器を導入した。
□ 進展なし     

学習センターは地下駐車場消火設備撤去工事を実施し、地下駐車場入出庫口を閉鎖し使用期限の迫っていた二酸化炭素ボンベの撤去を行った。
■ 維持　　　　 生涯学習センターは、各種機材の不具合や破損が発生しており、有料貸館施設として利用者のサービス低下を招かぬよう安

2

全が確保できるよう予

頁

防保全を実施していく

令

今後の方向性 □ 拡大

和

　　　　 。各公民館

 

においても耐用年数が

3

経過しているものにつ

年

いては、早期計画的な

度

改修を進める。

（改善

　

措置等） □ 縮小　　

　

　　 

□ 改善　　　

事

　 

務事業評価表（個票）

No. 事

課

務事業名 活動内容 コス

名

ト（事業費：千円）

北

教

上文化プラザ管理事業

育

令和　２年度 令和　３

推

年度 令和　３年度 令和

進

　４年度 令和　２年度

部

令和　３年度 令和　３

生

年度 令和　４年度
活動

涯

指標名 単位
実績 計画 実

学

績 計画 決算 当初予算 決

習

算 当初予算
全体事業概

課

要
①

北上公民館利用者

作

数 人 44,000 38

成

,000 44,000

日

平成19年に公民館と

令

市民サービスコーナー

和

の機能を持
つ複合施設

　

として開館し、北上地

４

域の生涯学習ならび 0

年

24,327 23,7

　

40 24,860
に地

８

域コミュニティづくり

月

の拠点として、施設使

　

用団
②

施設貸出回数 回

５

1,900 2,067

日

1,900
体、公民館



概

運営委 回 2 2 2
5 員会

施

　□ Ａ　　　 □ 

策

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

名

　 □ Ｄ　

施設管理

生

に係る委託業務の集約

涯

化及び生涯学習センタ

学

ー運営委員会開催回数

習

ともに目標を達成した

・

一方で、施設
■ 計画

青

どおり   
令和　３

少

年度 の利用者数につい

年

ては未達成となった。

基

しかし、コロナ禍にお

本

いても利用者数は回復

目

傾向にある。
□ 遅延

標

         
の

未

評価
□ 進展なし  

来

   

■ 維持　□ 

に

拡大 施設管理に係る委

つ

託業務については、包

な

括管理委託に含む部分

ぐ

とそうでない部分を検

人

討し、的確な判断を下

材

した
事業区分 □ 自治

を

事務   □ 法定受

育

託   □ その他
今

む

後の方向性 □ 縮小　

ま

□ 改善 い。また、施

ち

設利用者については、

要

コロナ前の水準に戻る

施

よう判断時期を見極め

策

た判断基準の引き下げ

の

を行う。
（改善措置等

目

）□ 休止　□ 終了

的

センター運営委員会に

誰

ついては、実施回数は

も

据え置くが、内容に関

が

しては建設的な議論を

生

生めるよう努力する。

涯

計画対象 ■ 実施計画

を

査定対象  □ 行政

通

改革対象 
□ 廃止　

じ

　　　 

※決算額につ

て

いては、端数処理によ

、

り、他資料の決算額と

い

差異が生じている場合

つ

もあります。

でも、どこでも自由に学

No. 事務事業名 活動

び

内容 コスト（事業費：

、

千円）

生涯学習センタ

そ

ー地下駐車場跡利活用

の

事業 令和　２年度 令和

成

　３年度 令和　３年度

果

令和　４年度 令和　２

を

年度 令和　３年度 令和

生

　３年度 令和　４年度

か

活動指標名 単位
実績 計

す

画 実績 計画 決算 当初予

こ

算 決算 当初予算
全体事

と

業概要
①

二酸化炭素ボ

が

ンベ撤去進 ％ 100 1

で

00 0
令和2年度に消

き

防との協議の結果、地

る

下駐車場入出庫 捗状況

環

口を閉鎖すれば、地下

境

駐車場を解体・撤去し

と

なくても 0 15,00

、

0 10,120 0
ＣＯ

青

２ボンベの撤去が可能

少

となったことから、撤

年

去後
②の跡地の活用を

が

検討していく。

令和　

健

５年度の優先度

③6 　

や

□ Ａ　　　 □ Ｂ

か

　　　 □ Ｃ　　　

に

 □ Ｄ　

地下駐車場

育

消火設備撤去工事を実

つ

施した。
■ 計画どお

環

り   
令和　３年度

境

消火設備として使用さ

を

れている二酸化炭素ボ

整

ンベが、使用期限間近

え

であったため期限内に

る

撤去を完了した。
□ 

こ

遅延        

と

 
の評価 併せて地下駐

。

車場入出庫口を閉鎖し

施

、駐車場として機能し

策

ない状態にした。
□ 

の

進展なし     

□

方

 維持　□ 拡大 地下

向

駐車場の跡利活用につ

学

いて引続き検討を行い

習

、方向性が定まるまで

環

は休止。
事業区分 □ 

境

自治事務   □ 法

の

定受託   □ その

整

他
今後の方向性 □ 縮

備

小　□ 改善
（改善措

・

置等）■ 休止　□ 

充

終了
計画対象 ■ 実施

実

計画査定対象  □ 

生

行政改革対象 
□ 廃

涯

止　　　　 

学習センター管理事業及び公民館管理事業では、利用者の安全を図るため令和２年度に引き続き各施設の修繕を実施した。
□ 計画どおり   

令和　３年度 新型コロナウイルス感染対策をとして、リモートなどのWEB等を活用した講座に対応できるようＷＥＢ環境のセキュリティ強化、アクセスポイントの増設、配信用ＷＥ
■ 遅延         

の評価 Ｂカメラ等の機器を導入した。
□ 進展なし     

学習センターは地下駐車場消火設備撤去工事を実施し、地下駐車場入出庫口を閉鎖し使用期限の迫っていた二酸化炭素ボンベの撤去を行った。
■ 維持　　　　 生涯学習センターは、各種機材の不具合や破損が発生しており、有料貸館施設として利用者のサービス低下を招かぬよう安

3

全が確保できるよう予

頁

防保全を実施していく

令

今後の方向性 □ 拡大

和

　　　　 。各公民館

 

においても耐用年数が

3

経過しているものにつ

年

いては、早期計画的な

度

改修を進める。

（改善

　

措置等） □ 縮小　　

　

　　 

□ 改善　　　

事

　 

務事業評価表（個票）

No. 事

課

務事業名 活動内容 コス

名

ト（事業費：千円）

生

教

涯学習センター管理事

育

業 令和　２年度 令和　

推

３年度 令和　３年度 令

進

和　４年度 令和　２年

部

度 令和　３年度 令和　

生

３年度 令和　４年度
活

涯

動指標名 単位
実績 計画

学

実績 計画 決算 当初予算

習

決算 当初予算
全体事業

課

概要
①

施設管理に係る

作

委託業務 件 7 6 7
三島

成

市民生涯学習センター

日

は、教養文化の発信基

令

地と の集約化（指定管

和

理の検
して市民の学習

　

機会や情報の提供を行

４

っていく。 討を含む）

年

0 111,777 12

　

0,229 112,3

８

16

②
施設の利用者数

月

人 100,000 65

　

,779 100,00

５

0

令和　５年度の優先

日

度

③
生涯学習センター


